
無情 

 
独りよがりの想いが道をそれ 
天に消え 
私は独りベンチに残り 
世界は消え 
ただ空気だけが漂い 
生は消え 
夢の彼方から近付いてくる 
私を天に召すための 
典雅なアルペジオ 

 
ぼやけた輪郭がゆらめき 
かすれた色彩が漂い 
希薄な次元が浮かび 
存在もなく 
愛もなく、意味もなく 
ただ微笑だけが満ち 
眠りの彼方から近付いてくる 
私を抱き上げるための 
典雅なアルペジオ 
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